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時期 実施日 そ の 日 の 授 業 内 容 宿 題 実施アンケ-ト頬a)
開始前 4月初旬 シラバスにて授業の概要説明 受講希望登録アンケート
導入期 第 1回 コース.イントロダクション 初回アンケート
(10/2) 小グループ (6人単位)の作成-自己紹介
第2回 戦後の大学生論 (講義) レポート作成 『現代大
(10/9) 〔4限15:00-〕希望者ビデオ視聴会 (7人参加) 学生について』or『現
〔夜〕飲み会 (懇親会)18:00- 約30人参加 代に生きる大学生としての ｢私｣』




転換期 第5回 これまでのディスカッションの反省および議論のまと KJ法を仕上げてくる
(10/30) め (KJ法)
後半期 第6回 グループディスカッション3:グループデイスカツシヨ 第1次原稿作成 リフレクション.
(ll/6) ンをもとにした議論の発展 シート(宿題)
第7回(ll/20) 第1次原稿を班のメンバ-で見せあい意見交換 第1次原稿修正､2 の作成
第a回(ll/27) 第2次原稿をメンバーを代えて再度意見交換 最終稿の完成
第9回(12/4) 原稿冊子 (皆の最終稿)を読んで4つの次元で評価 評価シートの完成
終結期 第10回 評価シートの提出､最終原稿冊子から議論したい人を リフレクション.




もっこと (溝上 ･田口､1999)､それ故､それに耐え られないと思 う者 も受講を遠慮 してほしい旨が伝え られた｡ こ
れ らの話の流れにおいて､適宜､受講をとりやめたい者 は退出 してよい旨が繰 り返され､50名ほどいた受講希望学生
のうち､約10人は退室 した｡
初回の授業においては､受講の動機などに関わるアンケー ト (以下､"初回アンケー ト" と呼ぶ｡ 内容 は附録 1の
通 り｡)が実施 された｡回答学生数は､42名であった｡ディスカッションを行 った回には､授業後 に "リフレクシ ョ
ン･シー ト"(附録 2参照)への記入が求め られた｡主にこれは､その日の活動について､言語化を通 して振 り返 る
こと､次の授業につながる問題意識や目的を意識化 させること､が目的であった｡第11回目 (12月18日)､最終 日に
おける授業では再びアンケー ト (以下､"最終アンケー ト" と呼ぶ｡内容 は附録 3の通 り｡)が配布 された｡ただ し､
時間が足 りなかったため､授業外の時間で回答 し､後 日､事務に提出するよう指示 された｡ さらに､翌年の 1月18日
～25日にかけて､筆者 ら共同研究者によって､ この授業に対するインタビューが個別 (1対 1)に各 1時間程度行わ
れた｡ インタビュ-は､ これまでの授業の振 り返 りを中心に､ リフレクション･シー トやアンケー トの結果などを参











































































1回生 2回生 3回生 4回生
文学部 1b) (男0､女1∴) 1(男1､女0) 0 0
教育学部 10(男5､女5) 0 0 0
法学部 5(男4､女1) 2(男1､女1) 1(男1､女0) 0
経済学部 2(男2､女0) 0 0 0
総合人間学部 1(男1､女0) 0 1(男1､女0) 1(男1､女0)
工学部 8(男5､女3) 0 0 0
医学部 1(男0､女1) 0 0 0
理学部 0 0 1(男1､女0) 0






提出したテーマは､たとえば ｢自分 (あるいは自己)について (8名)｣､｢人間関係について (6名)｣､｢大学生につ









































表4 初回アンケー トにおける動機項目のあてはまり頻度 (複数回答)
順位 項 目 ｢あてはまる｣とした者の数a) 該当率(/42人)
1 27.なんとなくおもしろそう 41(24,17) 97.6%
2 2. ｢大学生の心理学｣というテーマにひかれる 40(33, 7) 95.2%
2 3.自分に興味がある 40(25,15) 95.2%
4 22.いろいろ考えさせられる授業だと思う 39(24,15) 92.9%
5 4.自分が生きていく上で何かの役にたつ授業のように思う 38(21,17) 90.5%
5 20.いろんな人と意見交換をしていきたい 38(20,18) 90.5%
7 17.後々役に立つ.残るものがあると思う 37(16,21) 88.1%
8 8.他の人の意見をいっぱい聞きたい 35(21,14) 83.3%
8 18.自分についてもつと知りたい 35(20,15) 83.3%
10 5.多くの人とコミュニケーションができそう 34(21,13) 81.0%
10 40.人ともつと議論をしていきたい 34(17,17) 81.0%
10 35.楽しい時間をすごせそう 34(12,22) 81.0%
13 1.この時間帯があいていた 32(25, 7) 76.2%
14 31. ｢大学生｣とは何か､考えていきたい 31(10,21) 73.8%
15 28.多くの人と知り合いたい 30(12,18) 71.4%
16 37.大学生の現状について知りたい 29(9,20) 69.4%
17 10.自分なりに考えてみたいテーマがあり､それをじっくり考えたい 28(ll,17) 66.7%
17 14.普通の授業とはシステムが違う 28(10,18) 66.7%
17 39.自分たちで創っていける授業のように思う 28(9,19) 66.7%
17 26.何かについて皆で考えてみたい 28(8,20) 66.7%
21 24.もつと積極的に自分の意見を言えるようになりたい 27(ll,16) 64.3%
22 7.普通の講義にはないテーマだから 26(12,14) 61.2%
23 30.自分についての答えを求めているから 25(8,17) 60.0%
24 32. ｢実験授業｣ということにひかれる 24(9,15) 57.1%
25 16.とにかく時間割を埋めたかった 23(9,14) 54.8%
25 36.自分の意見を言える場が欲しい 23(5,18) 54.8%
27 21.単位取得のためには何かとらなければいけない 22(13, 9) 52.4%
27 38.今､このような講義を受けなくてほならないと思う 22(10,22) 52.4%
29 29.自分自身が今不安定だから 21(9,12) 50.0%
29 25.講師の研究に惹かれる 21(6,15) 50.0%
31 15.本音で話せる人間関係が欲しい 20(4,16) 47.6%
32 6.今の自分をくずしてみたい 18(5,13) 42.9%
32 23.自分の考え方をこわしてみたい 18(4,14) 42.9%
34 12.学年限定でなく､いろんな人が参加するから 16(4,12) 38.1%
34 13.自分についてどう考えていいかわからないから 16(4,12) 38.1%
36 34.単位がとりやすそうだから 13(5, 8) 30.1%
37 9.講師が若い 10(1, 9) 23.8%


























不 安 の 内 容 人数
ディスカッションに関する不安 12
授業の内容に不安 4





















業を完遂 した学生である｡なお､初回のみでなく数回出席 した後に脱落 していった学生は4名ほどであった｡最後の
方まで断続的にでも出席 し続けた学生は36名､インタビューにも答えた学生は33名であった｡
(1)動機の変遷に関する大まかな枠組み
動機の変遷については､最終アンケー トにおける出席状況に関する項目と､インタビューにおける振 り返 りによっ
て得 られた回答を中心に報告する｡
この授業を通 しての出席状況については､最終アンケー トにおいて5段階での評定とその理由についての自由記述
とでたずねていた (附録3参照)｡そこから得 られた学生の自己報告による本授業への出席状況は､図 1のようにま
表6 学生がこの授業に出席/欠席 した理由 (複数回答)
理 由 回 答 記 述 例 人数 (%)
(出席理由)




































ここで注目すべきは､"最初あるいは途中で苦 しみがあったが克服 した"という群である｡意欲が低下 して しまい






































前者の学生は､テーマに行き詰まったことで授業が苦 しくなっていたが､いいタイ ミングで転換点が得 られたこと､
後者の学生は､ディスカッションがうまくいかずに落ち込み､それに付随 して議論の内容にも意味を見失いかけてい
たが､だが別の機会でのディスカッションがうまくいったことで動機を回復できたことを報告 している｡














































































































































える｡本授業の場合､授業に参加 した時点で､自らの意見を率直に話 し､そして相手に対 しても率直に発言する者で
あるということが､学生間においてある程度相互承認されていたと考えられる｡いわば､話をするという点では､相













































































































































ディスカッションの場を対象化 してしまうと､その場との距離が出来て しまい､十分にコミットすることは難 しく
なる｡後者の学生において明確に報告されているが､その距離ができるのはおそらく､自らの問題意識の設定プロセ
スにおいてすでに､"そのような問題を設定する自分"を対象化 してしまったために､ディスカッションに参加する













































































































































































速水敏彦 ｢外発的動機づけと内発的動機づけの問- リンク信条の検討-｣『名古屋大学教育学部 (教育心理学科)』､
40､1993年､77-88頁.







溝上慎一 ｢学生の理解の枠組みをふまえた授業展開- 教授技術論を乗り越えるための視点- ｣京都大学高等教育





日本私立大学連盟 (編)『大学の教育 ･授業の変革と創造- 教育から学習へ- 』東海大学出版会､1999a年.
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(間 1)今日のあなたの活動を振り返って､何を議論したか､あなたはそこで何を考えたか､何を感じたかを書いてください｡(A 4判 1枚程
度の余白)
(問2)今日の授業で､あなたにとっての意味ある気づさや発見が何か得られましたか｡次のいずれかに○をしてください｡
*どんなささいなことでもけっこうですO
この問いの後に､"得られた"､"得られなかった"の選択肢が与えられた｡そこで "得られた"と答えたものには､以下の問3に､"得られ
なかった"と答えた者は､問4に回答するよう求められた｡その後はいずれの者も問5に進むよう指示された｡
(問3)(1) その気づきゃ発見とは何ですか｡
(2) それはどのようなきっかけで得られましたか｡
(3) あなたにとってその気づきゃ発見はどのような意味がありましたか｡
(問4)どうして､あなたにとっての意味ある気づきゃ発見が ｢得られなかった｣のでしょうか｡考察してください｡
(問5)今日の反省をふまえて､次週はこんな課題や問題をさらに追求してみたい､あるいはこんなことを議論してみたいということを挙げて
ください｡
(問6)ディスカッション･グループの他のメンバーに対して､感想や意見を送ってあげてください (次週その人のリフレクション･シートに
貼ります)0*良かったところを中心に書いてください｡また各ポストイットの (上に)相手の名前を､(下に)自分の名前を必ず書くこと｡
この教示に続く欄には10cm四方の付等用紙が2枚貼られており､学生は自分の相手に対するメッセージをこの付等上に書いた｡
(問7)授業が始まる前の授業への参加意欲はどの程度のものでしたか｡
その回の授業への参加意欲について､"頑張って参加しようと思っていた"､"どちらかといえば頑張って参加しようと思っていた"､"どち
らともいえない"､"どちらかといえば参加する気分ではなかった'､"参加する気分ではなかった"の5段階で評定｡
(問8)今日の授業への満足度はどの程度のものですか｡
その回の授業の満足度について､"たいへん満足している"から "まったく満足していない"までの5段階で評定｡
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附録3 最終アンケー トの内容
(問1)本授業に対するあなたの期待についてお尋ねします｡
(1)本授業に対する当初の期待は何でしたか｡
(2)本授業に対する期待について､最初と今とで何か変化がありましたか0
期待の内容や程度などを考えて､｢はい｣､｢いいえ｣のいずれかを選択させた｡それに続き､"はい"と答えた者は､①その変化の具体的
内容､②期待が変化したきっかけや原因､について自由記述｡
"いいえ"と答えた者は､本授業に対して期待が変わらなかった (同じ期待を持ち続けた)理由について､自由記述o
(問2)本授業への出席状況についておたずねします｡
(1)本授業への出席状況について､"毎回遅刻せずに出席した"､"遅刻はしたが､毎回出席した"､"1-2回休んだが､割とよく出席 した"､
"欠席は半分以下であるが､何度かあった"､"半分以上出席しなかった"の5段階で評定｡
(2)出席状況についての対答にもとづき､出席が多かった者はその理由を､欠席が多かった者はその理由を自由記述｡
(3) 本授業への出席に対して､抵抗を感じたことがあるか否かについて､"はい"または "いいえ"のいずれかを選択させた｡
それに続き､"はい"と答えた者は､①その抵抗感の強さを6段階の数直線上で選択､②その抵抗は何に対する抵抗であったのかについ
て､自由記述､③当初感じていた不安との関係について､その有無も含めて自由記述0
"いいえ"と答えた者は､当初感じていた不安がその後どうなったかについて自由記述｡
(4) 本授業に出席することは､以下のそれぞれの項目についてどう感じられていましたか｡
"やる気のない-やる気に満ちた"､"義務感の小さい-義務感の大きい"､"ストレスの小さい-ストレスの大きい"､"やり甲斐の小さい-
やり甲斐の大きい"､"苦痛な一快適な"の対を6段階の数直線上の双方に設置し､あてはまる箇所に○をさせたO
(問3)あなたの本授業のとらえ方についておたずねします｡
(1)本授業に参加している期間､本授業をどのようにとらえていたのかについて自由記述｡
(2) 大学生活において､本授業はどの程度重要なものであったのかについて､"全く重要でない一非常に重要である"の対を双方においた6
段階で回答させた｡
(3) 本授業に参加してよかったと思うかどうかを､"とてもよかった"から "全くよくなかった"の5段階で評定させた｡率直に思ったまま
を答えるように指示した｡
(4) 前問において､なぜ参加してよかったのか､あるいはよくなかったのか､その理由を自由記述｡
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